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自動運転に対応した道路空間に関する検討会

〇令和元年7月より「自動運転に対応した道路空間に関する検討会」議論着手

〇同年11月、2025年までの政府目標達成に必要となる「今後の方針」に係る提言として「中間とりまと
め」を公表

［

中
間
と
り
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と
め

（
概
要
）

］
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専用レーン

運行会社

専用ランプ
（民間施設直結）

一般道出入口

後続車有人隊列走行システムの商業化 ２０２１年度まで

後続車無人隊列走行システムの商業化 ２０２２年度以降

限定地域での無人自動運転サービス（レベル４） ２０２０年まで

〃 （対象地域や範囲等の拡大） ２０２５年目途

政
府
目
標

電磁誘導線による
路車連携型支援

磁気マーカー

磁気マーカーによるバス停等に
おける正着制御のためのインフラ
からの支援

○自己位置特定のためのインフラからの支援

○自動運転に対応した走行空間の確保

自動運転車が走行することを
明示する路面標示の図柄の統一

地域のニーズを踏まえ、専用空
間に他車線からの進入を防ぐ
分離施設等の構造

・一般車両との錯綜等の安全性の確保から専用の走行空間の確保

○商業化普及時における専用の走行空間の確保

○ＧＰＳ測位精度低下対策のための支援

・自己位置特定のための位置標識及び位
置情報を取得できるシステム
・トンネル、高架下等GPS測位精度低下時
における磁気マーカーの整備等

○物流拠点の整備

・隊列形成・分離スペースを備えた物流拠点等の整備

▲位置情報補正標識（ドイツ）

▲後続車無人隊列の普及時のイメージ

○合流支援施設の整備

・専用の空間が確保されるまで、合流部における合流支援シス
テムやランプメータリング等の技術的制度的検証

▲後続車無人隊列の商業化までのイメージ

ひたちBRTの事例（茨城県日立市）

一般道路の限定地域 高速道路の隊列走行

自動運転に対応した道路空間に関する検討会 ｢中間とりまとめ（概要）｣
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https://www.spiegel.de/fotostrecke/was-bedeutet-dieses-verkehrsschild-fotostrecke-143533-2.html


中間とりまとめ後の動き ー自動運転サービス本格導入ー
政
府
目
標

○安全確保策

2020年 限定地域での無人自動運転サービス

2025年 〃 対象地域や範囲等の拡大

2030年 全国展開100ヶ所※成長戦略フォローアップ

政
府
目
標

○安全確保策

○ビジネスモデルの構築

■自家用有償旅客運送
制度の活用（地域の
NPOによる運行等）

○低速度の車両によるサービス導入

■安全に走行できる速度による自動運転サービスの構築
（時速約12kmでの走行）

■待避所の設置

■専用空間の確保

低速の自動運転車両を後
続車両が円滑に追い越し

■路面標示

・ これまでの実証実験の知見を活用し、中山間地域等に
おける低速の車両による移動サービス導入を実施現

況

■実証実験の知見を活かした安全確保策を実施

・ 地域のサービス実現に向けたガイドラインを策定予定
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中間とりまとめ後の動き ー道の駅「かみこあに」を拠点とするサービス本格導入ー
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■走行ルート

■運営体制

道の駅
「かみこあに」

堂川地区

小沢田地区

高齢者生活福祉センター
（社会福祉協議会）

生涯学習センター
村役場

診療所

宿泊交流拠点
（コアニティ）

小沢田
郵便局

小沢田
公民館

集会所

福館地区

地域の協力を得て一般交通が
侵入しない専用区間（一時的）

片道約１.０km

交流センター

自動運転の走行ルート

小沢田・堂川ルート
（往復5㎞、43分）

小沢田・福舘ルート
（往復4㎞、35分）

停留所

小沢田周回ルート
（往復1.9㎞、20分）

延長約4km（片道）

■自動運転車両

○開発：ヤマハ発動機株式会社

○定員：最大７人

○速度：１２km/h 程度

〇導入台数：１台

○運転手：地元の有償ボランティアが対応

走行中は乗車するがハンドル等は操作せず運行を監視

電磁誘導線

＜自動運転の仕組み＞＜使用車両＞

電磁誘導線を敷設
車両を誘導

©NTT空間情報

○ 道の駅「かみこあに」を拠点とした全長４ｋｍのルート
○ 地域の協力を得て、一部区間で期間を限定して一般車両が進入しない
専用区間を確保することで実施

令和元年 １ １ 月 ３ ０ 日 自 動 運 転 サ ー ビ ス 開 始

高齢者の送迎
農作物や日用品等配送※ 等

運営主体

サービス

運行ルート

運行
スケジュール

運賃・運送料

NPO法人 上小阿仁村移送サービス協会

定期便 ： 午前１便
デマンド ： 定期便の隙間の時間、土日

運賃 ： 200円/回
運送料 ： 200円/回※

３ルート

※運送関係については着手時期調整中

看板による周知

※地域のご意見や運行時期の特性等踏まえながら、運行計画等随時見直し予定。
本紙はR2.3月末時点の情報。

https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%95%E3%82%A1%E3%82%A4%E3%83%AB:Japanese_National_Route_Sign_0285.svg
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%95%E3%82%A1%E3%82%A4%E3%83%AB:Japanese_National_Route_Sign_0285.svg
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%95%E3%82%A1%E3%82%A4%E3%83%AB:Japanese_National_Route_Sign_0285.svg


隊列走行
合流注意

ランプメータリング等
の技術検討

注意喚起ＬＥＤ板 位置情報の提供
（ＧＰＳ測位精度の低下対策（トンネル等））

連結・解除スぺースの確保■令和２年度の実施内容

区画線の維持補修

連結・解除スぺースの確保

隊列走行

隊列解除

SA・PA

隊列形成

SA・PA

■新東名における公道実証実験状況 ■これまでの実証実験における課題

大型車（バス）が合流しようとしたとこ
ろ隊列トラックが本線側から接近し、
合流できず停車

［大型車の合流阻害］ ［ＧＰＳ測位精度の低下］

ネット（ゴルフボールよけ）により測位
精度が低下
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高速道路隊列走行 －インフラ支援の実証ー

2021年度まで 後続車有人隊列走行システムの商業化

2022年度以降 後続車無人隊列走行システムの商業化

政
府
目
標

・合流制御方法の技術的検討やＧＰＳ精度の低下対策な

ど、新たな実証実験を令和２年度実施予定

現
況



自家用車等自動運転 ー環境整備ー

2020年目途 高速道路における自動運転（レベル3）の実用化

2025年目途 高速道路における自動運転（レベル4）の実用化

政
府
目
標

○道路交通法の一部改正

■自動車の自動運転の技術の実用化に対応した規定の
整備

○道路運送車両法の一部改正

■保安基準対象装置への自動運行装置の追加

高速道路における自動運転(イメージ）

出典：警察庁 「改正道路交通法（自動運転関係）の概要」

○自動運行装置の定義等に関する規定の整備

・道路運送車両法に規定される自動運行装置を「自動運行
装置」として定義
・同装置を使用して自動車を用いる行為は「運転」に含ま
れる旨規定

○自動運行装置を使用する運転者の義務に関する規定の

整備

等

出典：国土交通省 「令和元年度第1回車両安全対策検討会 資料6」 2019.9.3

現
況

・自動運転の技術の実用化に対応した法

律の施行開始（令和2年4月）

○保安基準の対象装置に

「自動運行装置」を追加

○自動運行装置が使用される

条件（走行環境条件）を国土

交通大臣が付すこととする。

・プログラムにより自動的に自動車を運行させるために必要な装置
であって、当該装置ごとに国土交通大臣が付する条件で使用され
る場合において、自動車を運行する者の認知、予測、判断及び操
作に係る能力の全部を代替する機能を有する装置
・作動状態の確認に必要な情報を記録するための装置を含む

自動運行装置
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▲位置情報表示施設による自己位置補正の補助

※垂直画角60度前後

▲車両センサーの届かない箇所における道路状況把握の補助

▲電磁誘導線による自車位置特定による運行の補助

電磁誘導線 磁気マーカー

▲磁気マーカーによる自車位置特定による運行の補助

磁気マーカー

ドイツの例

法面等

※水平画角120度前後

＜自動運行補助施設のイメージ＞

中間とりまとめ後の動き ー道路法等の改正ー

○ 第２０１回通常国会の審議を経て、道路法等を改正し（R2.5.27公布）、”自動運転車の運行
を補助する施設（磁気マーカー等）を道路附属物に「自動運行補助施設」として位置づけ

※民間事業者等の場合は占用物件とする
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自動運転に対応した道路空間に関する検討会 スコープ

中山間地域 トラック隊列走行 自家用車

これまでの
運用

2020年
限定地域における無人自動運転
サービス（レベル４）

2020年
後続車無人 技術的確立

2021年
後続車有人 商業化

2022年以降
後続車無人 商業化

2020年
自動運転（レベル３）

2025年

自動運転（レベル４）

移動サービス 物流サービス 自家用車

今、進める
べき運用
（案）

○全国への展開

※中山間地モデルの更なる展開

○都市部への展開

※多様な生活空間への展開

○トラック隊列走行の商業化の進展、走

行可能区間の拡大

○高速道路等から物流拠点等への展開

○Lv4等の走行空間の拡大

〇混在交通の安全性、円滑

な交通確保

【2025年までの政府目標に向けた取組】 （中間とりまとめのスコープ）

【将来に向け、今、進めるべき取組】 （最終取りまとめのスコープ）

等等等
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自動運転の実現により解決が期待される課題

○高齢者等の安全で円滑な
移動手段確保への対応

○生産性の向上等に向けた
トラックやバスドライバー等

人手不足への対応

○分散型の国土利用への対応

▲トラックドライバーの年齢構成

国土を広くフル活用

首都圏等国土の密な利用

移動手段の確保

運転手のミスによる交通事故の低減

▲路線バスの廃止路線延長の推移

▲法令違反別死亡事故発生件数（平成30年）

4％：歩行者、
その他に起因

96％
運転者の違反

▲運転免許の自主返納件数（65歳以上）の推移
（平成30年）
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出典：令和元年版交通安全白書

出典：国土交通省自動運転戦略本部第1回会合資料2 

出典：警察庁交通局運転免許課「運転免許統計 平成30年度版」
出典：国土交通省 道路局ビジョン
（2040、道路の景色が変わる）

出典：総務省統計局「平成30年 労働力調査年報」

H19以降計 15,081km

出典：「平成30年度交通の動向」及び
「令和元年度交通施策」（交通政策白書）



解決が期待される課題を踏まえ ー自動運転体系イメージー

・自動運転実現により解決が期待される課題に対し、広域圏から生活圏までの体系イメージし、特徴を
踏まえつつ、各階層毎に焦点をあてる運用領域を整理
・階層ごとの整理を踏まえ、今、進めるべき運用の方向性を議論

広域圏

都市間

生活圏

※実線は自動運転、破線はドライバー乗車（広域圏以下）

物流、ハブ

人流、拠点

凡例

人流＋物流

ネットワーク間の
役割分担 物流効率の

最大化

高速道路
空港 港湾

自動運転バス 自動運転
トラック

物流ハブ

都市

都市

営業所

自動運転
トラック

自動運転
乗用車

自動運転
トラック

移動サービス 物流サービス

都市近郊等
R元．道の駅「かみこあに」にてサービス開始

中山間地域
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今、進めるべき運用の実現に向けて

道路空間の安全確保
（他の車両や歩行者等を含め）

運行する車両の安全確保
（インフラと車両の協調システム等）

拠点とネットワークの確保

○高齢者等の安全で円滑な
移動手段確保への対応

○生産性の向上等に向けた
トラックやバスドライバー等

人手不足への対応

○分散型の国土利用への対応

【自動運転の実現により解決が期待される課題】

○安全な走行を可能とする専用空間

の確保等

○歩行者や自転車、他の車両等と自動

運転車の混在交通における道路運用

○分合流システム等車両側センサーの

補助

○実空間と3次元地図情報等デジタ

ル情報の一体化

○既存拠点の活用、運用に応じた

拠点の改良
○既存道路空間の再編による空間

の確保

更に、提示する望ましい道路空間の姿を具体的な場所で実証する「先行プロジェクト」により検証

【運用実現に向けた、望ましい道路空間の姿の提示】

具体化に必要な、各種施策を抽出、パッケージにして、「望ましい道路空間の姿」を提示

等

○拠点間を結節するネットワークの

着実な確保
等

等
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参考：2040年のビジョン

出典：国土交通省 道路局ビジョン（2040、道路の景色が変わる） 13



参考：2040年のビジョン
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参考：自動運転の普及予測の試算（乗用車）
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参考：民間企業による自動運転車の販売台数見通しの試算（乗用車）

16



参考：2030~2035年の自動運転の姿（想定）
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